
4
月
か
ら
新
た
な
仲
間
が

職
場
に
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
労
働
組
合
で
は
新
規
採
用

者
の
組
合
加
入
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
早
く
一
人
前
に
な
っ
て

頑
張
り
た
い
」「
安
心
し
て

働
き
続
け
た
い
」「
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
も
充
実
し
た
い
」
な

ど
、
多
く
の
期
待
や
不
安
を

抱
え
な
が
ら
、
働
き
始
め
た

新
規
採
用
の
仲
間
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
職
員
研
修
の
縮
小

な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
組
合

加
入
の
取
り
組
み
に

苦
労
す
る
組
合
も
多

い
。
組
合
へ
の
呼
び

か
け
は
、
4
月
だ
け

で
な
く
、
未
加
入
者

に
は
、
継
続
的
に
声

掛
け
し
、
組
合
員
に

は
、
加
入
後
の
フ
ォ

ロ
ー
体
制
を
整
え
て

い
く
こ
と
が
必
要

だ
。
そ
こ
で
重
要
と

な
る
の
が
、
職
場
の

先
輩
か
ら
の
声
掛

け
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、

職
場
の
会
話
も
減
っ

て
い
る
と
い
う
声
も
聞
く

が
、
ぜ
ひ
新
た
な
仲
間
に
積

極
的
に
声
掛
け
し
て
ほ
し

い
。職

場
に
存
在
す
る
大
小
さ

ま
ざ
ま
な
矛
盾
を
拾
い
上

げ
、
全
組
合
員
が
一
丸
と

な
っ
て
解
決
に
向
け
て
取
り

組
む
た
め
に
も
、
新
規
採
用

者
の
組
合
加
入
に
先
輩
組
合

員
で
あ
る
、
み
な
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
す
る
。

働
く
環
境
は
、
施
設
や
制

度
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
善

が
図
ら
れ
た
が
、
昔
に
比
べ

て
働
き
や
す
く
な
っ
た
と
い

う
『
声
』
は
あ
ま
り
聞
か
れ

な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
職
場
に
は

労
働
組
合
の
存
在
が
必
要
で

あ
り
、
多
く
の
仲
間
の
参
加

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
支

え
、
力
と
な
る
。
労
働
組
合

の
主
人
公
は
『
組
合
員
一
人

ひ
と
り
』
だ
。

県
本
部
で
は
、
県
内
の
新

規
採
用
職
員
向
け
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ

ミ
ナ
ー
＆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
5
月
28
日
に
実
施
す
る
。

貯
蓄
や
保
険
だ
け
で
な

く
、
将
来
設
計
に
役
立
つ
お

得
な
情
報
を
た
っ
ぷ
り
紹
介

し
、
ま
た
、
交
流
レ
ク
と
し

て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
謎
解
き
ゲ

ー
ム
」
も
企
画
し
て
い
る
。

県
内
の
新
規
採
用
の
仲
間
同

士
が
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
れ
る
場
と
な
る

よ
う
多
く
の
仲
間
の
参
加
に

よ
り
開
催
し
て
い
き
た
い
。

新
た
な
仲
間
に
声
掛
け
を

多
く
の
支
え
が「
力
」に

自治体財政の量・質を学ぶ
連続講座で考える「力」を

神奈川県地方自治研究
センターと共催で、3月
22日に横浜（ウェブ併用）
で「世の中の動き・政治が
わかる財政セミナー」を
開き、自治体議員をあわ
せ8単組27人が参加した。
今回は、連続講座のス
タートとして「自治体財
政の入口」について、上
林さん・元神奈川自治研
センター理事長から講演
を受けた。
国と地方の予算立ての
違いを解説しながら、「多
様な住民のニーズに応え
るには財源が足りず、多
くの自治体が地方交付税
によって財政が成り立っ
ている。地方の財政状況
の良し悪しは、安易に財
政が厳しいからではな
く、量なのか質なのかと
いう問題。多様化する行
政サービスや需要に対

し、どの程度お金が使え
るのか、質の問題を考え
ることが重要。まずは、
自分の自治体の税収の状
況を把握するとともに、
財政分析では予算で見ず
に決算で見るとういうこ
とが大事」と解説。
質疑で、堀添議員（川
崎）は、「特別自治制度
について意義はあるか」
と質問し、上林さんは「地
方分権が進まずむしろ中
央集権化している。この
状況では政令市の特別自
治化は進まない。根本的
な制度改定により国から
の権限の配分の変更が必
要」と回答した。
健全な自治体財政とは
何か。「自治体財政のみ
かた」をテーマとした連
続講座では、さまざまな
視点から自治体財政を考
える『力』を学んでいく。

神神奈奈川川リリハハ労労組組にによよるる
組組合合説説明明会会

新規採用歓迎オンライン開催
「ライフプランセミナー・
レクリエーション」
5月28日（土）13：00～16：30
○若者の組合活動
○夢をかなえるライフプラン
セミナー
○トレジャーコレクション

◇次回講座の案内◇
「少し専門的な財政のみかた」

～京都市が財政再建団体に？～
5月17日（火）14：00～15：30

※詳細は各組合までお問合せください

毎
年
5
月

1
日
は
、
全

世
界
の
労
働

者
が
、
団
結

の
力
と
国
際

連
帯
の
意
思

を
示
す
統
一

行
動
日
（
メ

ー
デ
ー
）。1

8
8
6
年
5

月
1
日
、
ア

メ
リ
カ
・
シ

カ
ゴ
で
8
時

間
労
働
制
を
要
求
す
る
ゼ
ネ

ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
（
全
国

的
な
規
模
で
行
わ
れ
る
労
働

争
議
）
を
記
念
し
制
定
さ
れ

た
。
日
本
で
は
1
9
2
0
年

に
上
野
公
園
で
開
か
れ
た
の

が
最
初
。

低
賃
金
や
長
時
間
労
働
が

当
た
り
前
だ
っ
た
時
代
の
労

働
者
の
闘
い
の
成
果
に
よ
っ

て
、
今
の
賃
金
や
労
働
条
件

が
存
在
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
時
だ
か
ら
こ
そ
、
当
た
り

前
と
な
っ
た
自
分
た
ち
の
賃

金
や
働
き
方
を
考
え
る
1
日

と
し
た
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
別
の
メ

ー
デ
ー
の
詳
細
に
つ
い
て
は

各
組
合
ま
で
。

公
営
企
業
評
議
会
は
、
3

月
11
日
、
横
浜
（
ウ
ェ
ブ
併

用
）
で
第
47
回
定
期
総
会
を

開
き
、
6
単
組
16
人
が
参
加

し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
谷
藤
議

長
（
公
企
労
）
は
「
東
日
本

大
震
災
以
降
、
毎
年
の
よ
う

に
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い

る
。
そ
の
度
、
水
の
大
切
さ

を
痛
感
し
、
早
期
の
上
下
水

道
の
復
旧
の
要
望
を
受
け
て

い
る
。
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
な
体
制
づ
く
り
や
水
の

大
切
さ
を
引
き
続
き
訴
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
自
治
労
公
営
企

業
評
議
会
石
川
副
議
長
（
川

崎
下
水
労
組
）
は
、「
全
国

的
に
、
民
間
委
託
の
手
法
と

し
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
広
が
り
つ
つ
あ

る
。
組
合
が
各
自
治
体
と

し
っ
か
り
と
交
渉
す
る
こ
と

を
前
提
に
、
議
会
で
の
決
定

と
な
る
た
め
、
提
案
を
さ
せ

な
い
・
議
会
で
通
さ
せ
な
い

た
め
、
単
組
で
の
交
渉
、
県

へ
の
要
請
、
国
へ
の
要
請
が

重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

総
会
で
は
、
経
過
報
告
、

新
た
な
活
動
方
針
・
役
員
体

制
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

新
体
制
の
も
と
1
年
間
の

運
動
を
ス
タ
ー
ト
し
、
各
単

組
に
お
け
る
課
題
解
決
に
向

け
て
一
致
団
結
し
て
前
進
し

て
い
く
。役

員
体
制

議
長

村
田

真
康

（
公
企
労
）

副
議
長

塩
入

寛
生（
藤
沢
市
職
労
）

齋
藤

博
行（
秦
野
市
職
労
）

高
橋

芳
英

（
公
企
労
）

事
務
局
長

大
津

純
一
（
川
崎
下
水
）

非
常
時
の
体
制
強
化
を

水
の
安
定
供
給
は
重
要

あいさつする谷藤前議長

公企評
総会

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染

拡
大
が
始

ま
っ
て
3
度

目
の
春
、
未

だ
世
界
中
に
大
き
な
混
乱
を

も
た
ら
し
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
国
内
で
は
3
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
も
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
は
っ
き
り
と
し
た

効
果
を
感
じ
ら
れ
な
い
ま
ま

「
ま
ん
防
」が
解
除
さ
れ
た
。

1
日
も
早
い
感
染
終
息
を
実

現
し
安
心
し
た
日
常
生
活
に

戻
り
た
い
◆
プ
ー
チ
ン
大
統

領
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る

軍
事
侵
攻
を
開
始
し
て
2
ヶ

月
近
く
が
経
過
し
た
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
人
々
の
命
を
奪
い

暮
ら
し
を
破
壊
し
領
土
と
主

権
を
も
奪
お
う
と
し
て
い

る
。
一
般
人
の
大
量
虐
殺
の

報
道
に
憤
り
を
感
じ
る
◆
破

壊
と
破
滅
し
か
な
い
武
力
に

よ
る
軍
事
侵
攻
の
終
息
に
向

け
各
国
が
一
つ
に
な
っ
て
平

和
の
声
を
強
く
発
信
し
、
強

権
国
家
ロ
シ
ア
の
策
動
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
た
い
（
宏
）

当たり前を
考える日に

メーデー

財政セミナー

中野 雅臣
蓼沼 宏幸

（組合員の購読料は組合費の中に含む）

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用できない人のために、営利目的
とすることを除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。

（1）2022年4月15日号（毎月2回発行1日・15日） 自 治 労 神 奈 川 858号
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衛
生
医
療
評
議
会
は
、
3

月
22
日
、
ウ
ェ
ブ
に
て
定
期

総
会
を
開
き
、
6
単
組
22
人

が
参
加
し
た
。

こ
の
間
、
衛
生
医
療
評
議

会（
保
健
部
会
・
病
院
部
会
・

看
護
師
部
会
）
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
約
2
年
間
に
わ
た

り
活
動
の
停
滞
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
医
療
職
場
の
処
遇

改
善
を
は
じ
め
、
地
域
医
療

構
想
に
お
け
る
公
立
病
院
等

の
再
編
・
統
合
や
4
月
か
ら

の
診
療
報
酬
の
改
定
な
ど
、

衛
生
医
療
職
場
を
取
り
巻
く

課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
活

動
を
前
へ
進
め
る
た
め
2
年

越
し
の
総
会
と
な
っ
た
。

議
案
で
は
活
動
報
告
、
運

動
方
針
、
役
員
体
制
が
承
認

さ
れ
た
。

活
動
報
告
で
は
、
医
療
職

場
の
処
遇
改
善
に
つ
い

て
県
内
の
状
況
に
つ
い

て
の
発
言
を
受
け
、
永

井
事
務
局
長
（
自
治
労

横
浜
）
は
、「
幹
事
会

で
情
報
共
有
を
行
っ
て

き
た
。
今
後
、
各
部
会

な
ど
で
も
情
報
共
有
を

行
い
、
集
約
し
て
い

く
」
と
し
た
。

2
0
0
8
年
か
ら
議
長
と

し
て
奮
闘
し
て
き
た
船
生
議

長
は
退
任
に
あ
た
り
、「
振

り
返
っ
て
み
る
と
何
も
で
き

な
か
っ
た
。
大
変
な
時
期
に

バ
ト
ン
を
渡
す
の
は
心
苦
し

い
が
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に

お
け
る
新
し
い
形
の
評
議
会

の
取
り
組
み
を
進
め
て
も
ら

い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
最

後
に
永
井
新
議
長
は
「
2
年

間
停
滞
し
た
活
動
を
先
頭
に

立
っ
て
進
め
て
い
く
。
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

役
員
体
制

議
長

永
井

一
則（
自
治
労
横
浜
）

副
議
長（
看
護
師
部
会
）

山
本
希
巳
子（
自
治
労
横
浜
）

事
務
局
長

古
田

善
規
（
大
和
市
職
）

事
務
局
次
長

濱
田

信
弘
（
川
病
労
組
）

衛
生
・
医
療
職
場
の
課
題
山
積

新
体
制
で
活
動
を
再
始
動
へ

永井新議長（左）で新たにスタート

神奈川平和運動センターと戦
争をさせないかながわの会は、
ロシアによるウクライナへの軍

事侵攻に対し、3月に県内2か所で緊急街頭行動を行った。
駅前を通行する市民にむけて「いかなる理由があろうとも武
力による侵略は許されるものではなく、罪もない市民が命の危
機に直面している。ただちに戦争を止めよう」とし、核共有の
議論に対しては、「世界で唯一の被爆国。核の恐ろしさ、そし
て『二度と戦争はしない』という主張を全世界へ発信する義務
がある」と強く訴えた。
いま私たちができることは、ただちに戦争を止めるように求
め訴え続けることである。自治労では、引き続き抗議行動に参加
をするとともに、被災者に対する緊急カンパに取り組んでいる。

ロシアの軍事侵攻
を許さない

平和センター 街頭で訴え

公
務
員
は
協
働
で
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方

・
生
き
方
を
持
つ
人
び
と

が
連
繋
し
、
地
域
問
題
の

解
決
に
立
ち
向
か
い
、
と

も
に
解
決
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
き
て
い
る
実

感
と
希
望
に
満
ち
て
い
る

未
来
を
思
い
描
く
こ
と
が

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
群

か
ら
成
る
ま
ち
で
あ
る
。

日
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
、
一
定
の
地
域
に
居
住

す
る
人
び
と
が
深
い
結
び

つ
き
を
も
っ
て
形
成
す
る

集
団
で
あ
り
、
村
落
や
都

市
に
存
在
す
る
伝
統
的
、

歴
史
的
な
地
域
共
同
体
が

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

多
数
の
人
が
特
定
の
関
心

を
追
求
し
、
一
定
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
一
時

的
、
偶
発
的
に
集
ま
っ
て

で
き
た
集
団
で
は
あ
る

が
、
共
通
の
生
活
様
式
、

生
産
様
式
の
も
と
に
浮
動

的
、
無
統
制
的
な
協
力
行

動
を
行
い
、
互
い
に
相
通

じ
る
心
匠
、
地
縁
意
識
を

持
ち
、
他
の
地
域
と
は
一

線
を
隔
て
た
異
な
る
社
会

的
特
徴
の
も
と
で
暮
ら
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の

今
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
協
力
行

動
が
ま
す
ま
す
必
要
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
構
成
員

で
あ
る
人
び
と
が
、
共
同

生
活
を
健
全
で
豊
か
な
も

の
に
し
て
い
く
こ
と
を
意

識
し
、
連
帯
協
働
し
な
け

れ
ば
稼
動
し
な
い
。

カ
オ
ス
の
時
代
と
も
言

わ
れ
る
今
日
、
地
縁
血
縁

な
ど
の
強
い
絆
で
結
ば
れ

る
だ
け
で
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
築
け
な
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
人
び
と
が
入
り
混

じ
っ
て
暮
ら
す
こ
と
に

よ
っ
て
地
縁
血
縁
が
薄
く

な
っ
た
都
市
の
住
宅
地
区

や
住
民
が
減
少
し
て
し

ま
っ
た
農
山
漁
村
な
ど
で

は
、
も
は
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
や
維
持
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

状
況
を
打
破
す
る
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
置
さ

れ
る
概
念
の
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
協
力
が
必
要
で

あ
る
。
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
、
共
通
の
関
心
や
目

的
に
従
っ
て
、
人
び
と
が

自
発
的
に
集
ま
り
人
為

的
、
計
画
的
に
形
成
さ
れ

る
結
び
つ
き
で
あ
り
、
機

能
的
・
継
続
的
な
社
会
集

団
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ゆ

る
い
紐
帯
の
グ
ル
ー
プ
が

社
会
的
連
携
を
も
っ
て
一

つ
の
塊
と
な
り
、
協
働
社

会
を
形
成
し
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
そ
の
も

の
の
存
在
が
不
明
瞭
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
今
日
で

は
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
導
入
は
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
を
産
み
出
す
良
策
だ

と
思
う
。
例
え
ば
、
市
民

に
よ
る
社
会
集
団
が
、
国

や
自
治
体
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
形
で
社
会
福
祉
事
業
な

ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
供
給

を
補
完
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
あ
ら
た
め
て
形

成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
、
群
れ
る
こ
と
が
苦
手

な
現
代
人
の
コ
コ
ロ
の
内

に
地
域
社
会
へ
の
関
心
を

目
覚
め
さ
せ
、
特
定
の
目

的
を
掲
げ
る
社
会
集
団
へ

の
参
加
を
促
し
、
そ
こ
で

の
協
働
が
地
域
の
暮
し
を

改
善
さ
せ
る
こ
と
を
体
現

し
て
も
ら
う
た
め
の
態
勢

づ
く
り
と
積
極
的
な
社
会

参
加
の
気
風
を
つ
く
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
地

域
自
治
の
問
題
で
あ
り
、

自
治
体
の
仕
事
で
あ
る
。

成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は

公
務
員
の
能
動
的
な
参
画

が
必
須
と
な
る
。

公
務
員
は
、
公
共
の
利

益
の
た
め
に
勤
務
す
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
補
完
性

の
原
理
を
尊
重
す
る
働
き

方
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

今
や
、公
務
員
は
、協
働
を

担
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一

構
成
員
で
あ
る
。
職
務
と

し
て
、
一
個
人
の
関
心
事

と
し
て
、
社
会
的
弱
者
を

支
援
す
る
協
働
に
積
極
的

な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が

必
然
で
あ
る
と
の
社
会
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
。
住

民
と
の
協
働
が
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と

を
認
識
し
、行
動
し
よ
う
。

連載

神
奈
川
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長

佐
野

充

衛医評
総会

権
利
理
解
し
、政
治
参
画
を

現
業
評
議
会
が
学
習
会

現
業
評
議
会
は
、
3
月
15

日
、
横
浜（
ウ
ェ
ブ
併
用
）で

組
織
強
化
学
習
会
を
開
き
、

15
単
組
71
人
が
参
加
し
た
。

現
業
職
員
の
有
す
る
権
利

に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
学
ぶ

と
と
も
に
、
7
月
の
参
院
選

に
お
け
る
『
鬼
木
ま
こ
と
』

必
勝
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。私

た
ち
の
暮
ら
し
と
政
治

を
テ
ー
マ
に
、
講
師
の
連
合

神
奈
川
・
阿
部
副
事
務
局
長

（
県
本
部
特
別
執
行
委
員
・

公
企
労
）
は
、
労
働
組
合
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
連
合
の
役
割
や
政
治
課

題
に
つ
い
て
解
説
。
ま
た
、

自
治
労
の
政
治
闘
争
に
つ
い

て
、「
首
長
の
交
代
に
よ
り

公
務
職
場
は
状
況
が
一
変
す

る
場
合
が
あ
る
。
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
守
る
た
め
に
も
政
治

に
参
画
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
し
、
さ
ら
に
、
現
業

職
員
が
有
す
る
権
利
か
ら
見

た
政
治
闘
争
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、「
公
務
員
の
政
治

活
動
の
制
限
は
限
定
的
。
ま

た
、
現
業
職
員
に
お
い
て

は
、
一
般
職
と
は
法
適
用
が

異
な
る
た
め
、
や
れ
る
こ
と

は
さ
ら
に
多
い
。
自
分
た
ち

の
権
利
を
理
解
し
、
積
極
的

な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
た
。

ま
と
め
で
、
井
口
議
長
は

「
政
治
活
動
の
重
要
性
や
公

務
員
と
政
治
の
つ
な
が
り
、

現
業
職
の
権
利
に
つ
い
て
理

解
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

⑧

阿部特執から政治課題学ぶ自治研センターHP URL:https://kanagawa-jichiken.or.jp

がんの備えがさらに充実。じちろうの共済は組合員と家族の安心を支えます。
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